
海の事故防止に関する

～カヌー・カヤックの海難 への願い～

①ライフジャケット着用の徹底 ②適切な連絡手段の確保 ③海の緊急通報「１１８」番の有効活用

あなたのカヌーやカヤックは本当に大丈夫ですか？

自分の命は自分で守ろう!!

１．天気情報のチェック！
風や波の影響を大変受けやすいです、最新情報を入手しましょう。

２．船体及び機器の状況チェック！
出発前に船の機能点検、不安があるときは出港を止める冷静な判断を。

３．海のルールを守る！
ルールを厳守する、シーマンシップをあなたの胸に。

４．見張りの徹底！
注意１秒怪我一生、海上はたくさんの船が往来しています。

５．必要以上に沖合いに出ない！
荒天のため、自力で帰港できないことがあります。限界を見極めて。

海上保安庁では「自己救命策確保」を推進しています。

第二管区海上保安本部

ＣＨＥＣＫ！



午前６時頃から、二人がライフジャケット着用でミニボートに乗り組んで、沖合いで釣

りを開始しました。

最初は平穏だったのですが、午前９時頃に海上が時化てきたので帰ろうとしましたが、

時すでに遅く、大波を受け転覆。２人は海中に投げ出されてしまいました。

１人はたまたま近くにいた船に救助されて病院に運ばれ一命をとりとめましたが、もう

１人は行方不明となり、後日発見はされましたがお亡くなりになっていました。

⇒事故の要因：気象海象情報の不足、沖合いでの事故

【事故事例】 ミニボートの転覆事故

経験が浅い人や久しぶりの遊走時には、講習を受けるなど操船技術の

習熟を確実にして、技量に合わせた航海計画をたてましょう！！

第二管区海上保安本部

こんな悲しい海難が発生しています

他にも、経験の浅い人が流され、仲間と離されてしまい孤立してし

まったり、久しぶりの操船でうまく漕ぐことができず、日のあるうち

に帰ってこれなくなったりという事例もあります。

命を運に任せるなんてやめて

楽しく安全に海に親しみましょう！

この二人は体力を温存し、運良く救助されましたが、とても危ない

事例でした。



海上保安庁では「自己救命策確保」を推進しています。

①ライフジャケット着用の徹底

②適切な連絡手段の確保

③海の緊急通報「１１８」番の有効活用

ミニボート等の海難が多発しています!!
海は静かで穏やかな時だけではありません

安全に楽しめるよう、以下の事に注意しましょう

自分の命は自分で守る!!

第二管区海上保安本部

自分の命は自分で守る!!

１．天気情報のチェック！
小型ボートは風や波の影響を大変受けやすいです。

２．船体及び機器の状況チェック！
出発前に船の機能点検、不安があるときは出港を止める冷静な判断を。

３．海のルールを守る！
ルールを厳守する、シーマンシップをあなたの胸に。

４．見張りの徹底！
注意１秒怪我一生、海上はたくさんの船が往来しています。

５．必要以上に沖合いに出ない！
荒天のため、自力で帰港できないことがあります。限界を見極めて。



午前６時頃から、二人がライフジャケット着用でミニボートに乗り組んで、沖合い

で釣りを開始しました。

最初は平穏だったのですが、午前９時頃に海上が時化てきたので帰ろうとしました

が、時すでに遅く、大波を受け転覆。２人は海中に投げ出されてしまいました。

１人はたまたま近くにいた船に救助されて病院に運ばれ一命をとりとめましたが、

もう１人は行方不明となり、後日発見はされましたがお亡くなりになっていました。

⇒事故の要因：気象海象情報の不足、沖合いでの事故

【事故事例】 ミニボートの転覆事故

経験が浅い人や久しぶりの遊走時には、講習を受けるなど操船技術の

習熟を確実にして、技量に合わせた航海計画をたてましょう！！

第二管区海上保安本部

こんな悲しい海難が発生しています

命を運に任せるなんてやめて

楽しく安全に海に親しみましょう！

必要以上に沖にでることは、大変危険です。

また、ミニボートは風や波の影響を大変受けやすいので、

こまめに天気情報のチェックを！


